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吉
和
地
域
で
は「
い
き
い
き
活

動
推
進
事
業
」を
重
点
事
業
と
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
る「
あ
つ
ま
ろ
う
家
」の
開

催
や「
生
涯
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

吉
和
地
域
を
つ
く
る
会
」の
支
援

な
ど
を
行
な
って
い
き
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の「
あ
つ
ま
ろ
う
家
」

で
は
、吉
和
駐
在
所
の
巡
査
部
長

か
ら「
防
犯
に
つ
い
て
」の
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

手
作
り
の
楽
譜
を
使
っ
て
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム・ハ
ン
ド
ベ
ル
と
歌
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、お
昼
に
は

地
域
の
み
な
さ
ん
、講
師
、ス
タ
ッ

フ
が
談
笑
し
な
が
ら
食
事
を
し
、

交
流
を
広
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
た
に「
す
こ
や
か

プ
ラ
ザ
ま
つ
り
」「
吉
和
文
化
祭
」

「
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
を
ひ
と
つ
の
ま
つ

り
と
し「
よ
し
わ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ（
仮
称
）」と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
吉
和
地
域
の
人
だ
け
で
な
く
、

他
地
域
の
人
と
の
交
流
を
図
り
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
吉
和
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

市社協マスコット
キャラクター

「はつぴぃくん」

生涯暮らし続けられる
　　　　地域づくりを目指して

高齢者懇談会
「あつまろう家」

令和７年度から「よしわふれあいフェスタ(仮称)」を開催

いきいき活動推進事業

←バザーと受付は、ボラ
ンティアとすこやかサロ
ンがお手伝い

→ふれあい交流センター
の展示コーナーで共同募
金会などの社協活動を
PR

吉和
地域発

＊この広報紙は皆さんからいただいた赤い羽根共同募金、社協会費、寄付金で発行しています＊



令
和
７
年
度
事
業
計
画

令
和
７
年
度
事
業
計
画

令
和
６
年
は
、
多
く
の
自
然

災
害
が
起
き
た
年
で
し
た
。

１
月
１
日
に
は
能
登
半
島
で

大
き
な
地
震
が
あ
り
、
９
月
に

は
大
雨
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
ま
た
、
８
月
に
は
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
地
震
が
あ

り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
で
は
、
能
登
半
島
地

震
の
際
、
職
員
２
人
を
現
地
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調

整
等
の
支
援
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
市
で
災
害
が
起
き
た
と

き
に
備
え
る
た
め
、
広
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
一
緒

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
の
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

一
方
、
国
で
は
令
和
２
年
に

改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
に
基

づ
き
、
５
年
後
に
法
律
を
見
直

す
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

見
直
し
で
は
、
地
域
の
生
活
を

支
え
る
仕
組
み
を
ど
う
整
え
る

か
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
地
域
で
は
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
「
５
類
感
染
症
」
に

移
行
し
て
、
社
会
は
少
し
ず

つ
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
は
ま
だ

多
く
い
ま
す
。
物
価
の
上
昇

や
孤
立
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、

地
域
福
祉
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
新
し
い
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

市
民
後
見
人
の
養
成
や
「
ひ
き

こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
開
設
を
通
じ
て
、
地
域
全
体

で
助
け
合
え
る
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
課
題
は
ま
だ
多
く

あ
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
や
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
素
早
く
把
握

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の

新
し
い
取
組
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
第
３
期
廿
日
市
市

地
域
福
祉
活
動
計
画（
以
下
活

動
計
画
）お
よ
び
廿
日
市
市
社

会
福
祉
協
議
会
第
２
次
中
期
経

営
計
画（
以
下
経
営
計
画
）に
つ

い
て
中
間
評
価
お
よ
び
見
直
し

を
行
い
、
改
訂
後
の
計
画
に
基

づ
い
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。令

和
７
年
度
は
、
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
仕
事

に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
高

め
、
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ー
コ
ー
ド
ア
プ
リ
や
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）を
使
っ
て
業
務

を
効
率
化
し
、
組
織
全
体
の
連

携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
第
４
期
活
動
計
画
と
第

３
次
経
営
計
画
の
策
定
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

　令和７年度の予算は、収入397,201千円(財源内訳　自主財源16.４％　依存財源83.６％）、支出の内
訳は以下のグラフのとおりで、事業計画に示した基本目標に沿って事業を進めていきます。

法人運営事業
157,931千円

地域福祉推進事業
133,228千円

共同募金配分金事業
20,764千円

権利擁護事業
30,633千円

センター管理事業
31,500千円

指定居宅介護事業　23,145千円

支出
397,201千円

支出内訳(単位：千円) 令和7年度 重点事業予算

事業名 予算(単位:千円) 財源
基本目標①
　いつまでも住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、一人ひとりに寄り添った
支援を進めます
生活困窮者自立支援相談事業 25,159 自主・委託
ひきこもり支援事業 7,853 委託
成年後見利用促進センター事業 14,988 委託
基本目標②
　誰もが暮らしやすい地域づくりを進めます
災害救援事業 90 その他
生活支援体制整備事業 37,403 委託
(佐)おもいやりのまちづくり推進事業 1,043 自主・その他
(吉)いきいき活動推進事業 341 自主・その他
(大)ふれあいのまちづくり推進事業 5,602 自主・その他
(宮)高齢者自立支援事業 276 自主・その他
基本目標③
　職員の資質向上、魅力ある組織づくり、持続可能な財政基盤づくりを進めます
法人運営事業 156,661 自主・補助

令和 7 年度 予算
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デイジー図書･点訳本あります
目が不自由な人のために、「あいとぴあ」「広報はつかい
ち」を音訳、点訳しています。そのほかも音訳、点訳して
お届けしています。詳しくは、市社協へお問合せください。



令
和
４
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
成
年
後
見
利
用
促
進
セ

ン
タ
ー
」
は
、
常
設
の
相
談
窓

口
の
運
営
や
出
前
講
座
、
専
門

相
談
会
、
市
民
公
開
講
座
の
開

催
を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
等
に
よ
り

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の

権
利
が
い
つ
ま
で
も
大
切
に
さ

れ
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
に
な
っ
て
い
く
た
め

に
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
や
市
民
の
権
利
擁
護
意
識
の

醸
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
廿
日
市
市
で

初
と
な
る
「
市
民
後
見
人
養
成

研
修
」
を
実
施
し
、
10
人
の
市

民
が
後
見
人
候
補
者
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
市
民
後
見

人
候
補
者
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
人
が
、
廿
日
市
市
域
で

権
利
擁
護
支
援
活
動
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
の
実
施
、
活
動
の
創

出
、
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
等
を
行
い
ま
す
。

同
時
に
、
成
年
後
見
人
の
担

い
手
不
足
と
い
う
課
題
を
軽
減

し
て
い
く
た
め
、
親
族
後
見
人

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
ま

す
。
親
族
が
後
見
人
等
を
担
う

場
合
の
支
援
に
関
す
る
相
談

や
、
親
族
後
見
人
相
談
会
の
実

施
、
成
年
後
見
制
度
申
立
手
続

き
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
親

族
が
安
心
し
て
成
年
後
見
人
等

を
担
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

成
年
後
見
利
用
促
進
を
通
し

成
年
後
見
利
用
促
進
を
通
し

い
つ
ま
で
も
互
い
を
大
切
に
し

い
つ
ま
で
も
互
い
を
大
切
に
し

合
え
る
地
域
を
目
指
し
て

合
え
る
地
域
を
目
指
し
て

※
権
利
擁
護
支
援
と
は
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

包
括
的
な
支
援
体
制
に
お
け
る

本
人
を
中
心
と
し
た
支
援
・
活

動
の
共
通
基
盤
で
あ
り
、
意
思

決
定
支
援
等
に
よ
る
権
利
行
使

の
支
援
や
、
虐
待
対
応
や
財
産

上
の
不
当
取
引
へ
の
対
応
に
お

け
る
権
利
侵
害
か
ら
の
回
復
支

援
を
主
要
な
手
段
と
し
て
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
が
地
域
社

会
に
参
加
し
、
共
に
自
立
し
た

生
活
を
送
る
と
い
う
目
的
を
実

現
す
る
た
め
の
支
援
活
動
で
あ

る
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
基
本
計
画
か
ら
抜
粋
）

ふれあいのまちづくり
推進事業

　｢ふれあいのまちづくり推進事業｣とは､地域福祉
を推進する総合的な取組みです｡
　地域の福祉関係者の情報交換及び協議の場として､
区福祉部会や福祉団体などの地域の福祉関係者が集
う大野地域福祉推進委員会を年２回開催しています｡
　また､今後の福祉のあり方について考えるきっか
けづくりとして､地域のさまざまな福祉関係者を広
く対象とした大野地域福祉推進研究協議会を毎年３
月に開催しています｡
　令和７年度も､地域住民が安心して暮らせる環境
づくりを目指し､福祉活動のさらなる発展に取り組
みます｡

大野
地域発

→第２回テーマ｢大野第１
区防災訓練について｣と｢非
常食づくり｣
非常食を作り試食し､区の
防災についての取り組みを
学び大変有意義な時間にな
りました

←第１回テーマ｢災害から
見えた地域での助け合い｣
日頃の活動が災害時の活
動につながるので､日頃か
ら地域で気に掛け合う関
係を築くことが大切だと
学びました

みんなで支え合う
高齢者自立支援事業

　宮島地域独自事業として､
70歳以上のひとり暮らし高
齢者を対象に｢高齢者給食
サービス｣と｢高齢者懇談会｣
を実施しています｡民生委
員が気になる人に呼びかけ
たり､住民同士も誘い合い､
宮島支所職員､保健師､ケアマネジャー､社協職員も一緒に
｢宮島の食を推進する会｣の手作りのふれあい弁当で会食
します｡また､振り込め詐欺や宮島訪問税など､その時々で
住民の関心があるテーマの懇談会を行なっています｡
　みんなで集まって心を強くし､手作りの食事で体を強く
し､講話を聞いて頭を強くし､いつまでも住み慣れた宮島
で暮らし続けられることを目指して､取り組みます｡

宮島
地域発

カキフライおいしいわね

1

2

No

3
4

5

6

7

8

給食サービス

第1回高齢者懇談会

給食サービス
給食サービス

給食サービス

第２回高齢者懇談会

給食サービス

給食サービス

事業名

4月15日(火)

5月16日(金)

6月17日(火)
7月15日(火)

10月21日(火)

12月16日(火)

1月16日(金)

2月17日(火)

開催日

11：50～

11：30～

11：50～
11：50～

11：50～

11：30～

11：50～

11：50～

開催時間

令和7年度高齢者自立支援事業年間予定

「成年後見制度専門相談会」兼「親族後見人相談会」を開催します（要予約、1人30分、無料）
【日時】令和7年5月28日(水) 13時～16時　【場所】山崎本社みんなのあいプラザ　【相談員】司法書士
【申込受付】令和7年4月1日(火)～　【申込】廿日市市成年後見利用促進センター　TEL20-5176
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
か
ら

出
る
こ
と
が
難
し
い
人
、
ま
た

そ
の
家
族
は
、
社
会
か
ら
孤
立

し
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
を
防
ぐ
た
め
、
よ
り
身
近
な

と
こ
ろ
で
相
談
が
で
き
、
必
要

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
昨
年
７
月

に
「
は
つ
か
い
ち
ひ
き
こ
も
り

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
愛
称
：

は
つ
ス
テ
）」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
当
初
、
新
聞
や
ラ
ジ

オ
で
の
P
R
な
ど
の
機
会
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
お
問
合
せ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
開

設
か
ら
９
カ
月
が
経
過
し
、
毎

月
平
均
25
件（
う
ち
新
規
が
６

件
）の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

対
応
事
例
と
し
て
、
半
年
間
、

月
に
１
回
訪
問
を
し
て
い
た
世

帯
で
、
今
年
に
入
っ
て
当
事
者

と
初
め
て
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。「は

つ
ス
テ
」
で
は
相
談
支

援
の
ほ
か
、
家
族
会
、
個
別
相

談
会
の
開
催
、
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
講
演
会
等
の
啓
発
活

動
に
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
へ
の

支
援
は
、
す
ぐ
に
結
果
が
表
れ

ま
せ
ん
。
家
族
と
は
良
好
な
関

係
を
作
れ
た
も
の
の
、
本
人
と

は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
月
日
が
過
ぎ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。「
は
つ
ス
テ
」

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
を

尊
重
し
、
粘
り
強
く
支
援
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

相談を丁寧にうかがいます

はつかいち
ひきこもり支援
ステーション

TEL:0829-20-5175

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
や
「
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
社
協
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
細
や
開
催
場
所
は
各
事
務

所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
※
問
合
せ
先
電
話
番
号
は

５
ペ
ー
ジ
「
窓
口
等
一
覧
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

相　談 問い合せ先※ 開催日 開催時間

福祉総合相談：福祉全般
全事務所 月〜金 8：30〜17：15ボランティア相談：ちょっと手助けが欲しい、

活動してみたい、特技を生かしたいなど

生活困窮相談：生活や仕事など 生活支援センター 月〜金 9：00〜17：00

心配ごと相談（電話可）：日常生活上での悩み
ごとや困りごとなど

廿日市事務局 毎週水・金曜日

13：00〜16：00

佐伯事務所 毎週火曜日

吉和事務所 第2・4月曜日

大野事務所 毎週木曜日

宮島事務所 第1・3月曜日

認知症介護相談：認知症の人と家族 廿日市事務所 第1火曜日 13：30〜15：30

認知症介護相談（電話可） 大野事務所 第4火曜日 13：00〜16：00

司法書士法律相談（要予約）：相続、遺言など
※書類の記載指導、添削は相談対象外

廿日市・佐伯・
大野各事務所 原則第2木曜日 13：00〜16：00

成年後見制度相談：成年後見制度に関すること 成年後見利用促進センター 月〜金 9：00〜17：00

不登校相談：不登校に関すること 廿日市事務局 第4火曜日 11：00〜12：00
13：00〜15：00

ひきこもり相談：ひきこもりに関すること ひきこもり支援ステーション 月〜金 9：00〜17：00

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
へ
の
支
援

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
へ
の
支
援

相
談
窓
口

あ
れ
こ
れ

毎
月
第
３
木
曜
日
の
13
時
30

分
～
13
時
45
分
、
Ｆ
Ｍ
は
つ
か

い
ち（76.1M

H
z

）で
市
社
協

タ
イ
ア
ッ
プ
の
「
社
協
発
！
は

つ
ぴ
ぃ
た
い
む
」
を
放
送
し
て

い
ま
す
。
こ
の
番
組
で
は
、
廿

日
市
の
福
祉
・
介
護
人
材
確
保

と
離
職
防
止
を
目
的
に
、
福
祉

の
仕
事
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
福
祉
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

内
容
は
、
仕
事
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
や
、
利
用
者
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
先
輩
か
ら
の
忘
れ

ら
れ
な
い
一
言
な
ど
会
話
し
な

が
ら
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

聞
い
て
く
だ
さ
い
！

市社協実施のイベントの情報
などもお伝えしています

ラ
ジ
オ
番
組

ラ
ジ
オ
番
組

｢｢

社
協
発
！
は
つ
ぴ
ぃ
た
い
む

社
協
発
！
は
つ
ぴ
ぃ
た
い
む｣｣

　
　
　
　
　
　
　
　
放
送
中
！

　
　
　
　
　
　
　
　
放
送
中
！

【問合せ】　はつかいち生活支援センター　TEL20-4080

フードバンク！Amazon｢みんなで応援｣プログラム
市社協では、アマゾンの「『みんなで応援』プログラム」を活用し、広く皆さんからの食糧の支援を受け付けて
います。ぜひご協力ください。
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次
の
方
々
か
ら
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
温
か

い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
会
へ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
・
法

人
税
な
ど
の
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
寄

付
金
は
各
地
域
の
事
業
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
（
金
一
封
の
方
は
金
額
表
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

《
一
般
寄
付
》

氏　
名　
　
　
（
コ
メ
ン
ト
）　　
　
　
　
金
額
等

【
廿
日
市
地
域
】

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

　
　
　
（
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
付
金
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
５
，
０
０
０
円

冨
士
枝
勇
雄
様　
　
　
　
　
　
１
０
，
０
０
０
円

濱
木
美
知
恵
様

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
様

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
件

【
佐
伯
地
域
】

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

　
　
　
（
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
付
金
と
し
て)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
，
５
０
０
円

佐
伯
地
区
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
様

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
売
上
げ
の
一
部
と
し
て
）

匿
名（
れ
す
と
は
う
す
花
か
ご
の
た
め
に
）

【
吉
和
地
域
】

益
本　
住
夫
様（
地
域
福
祉
の
た
め
に)

【
大
野
地
域
】

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

令
和
6
年
12
月
6
日
～
令
和
7
年
2
月
5
日

の
び
る
愛
の
手

の
び
る
愛
の
手

＜社会福祉法人 廿日市市社会福祉協議会　窓口等一覧＞
私たち廿日市市社会福祉協議会は、地域の皆様と一緒に地域福祉の推進に取り組む民間の団体です。
廿日市事務局（総務課・地域福祉課・生活支援課・はつかいちボランティアセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　〒738-8512 新宮一丁目 13 番１号　　　 TEL（0829）20-0294
佐　伯　事　務　所　　  〒738-0222 津田 4109 番地　　　　　　TEL（0829）72-0868
吉　和　事　務　所　　  〒738-0301 吉和 1771 番地１　　　　　TEL（0829）77-2883
大　野　事　務　所　　  〒739-0492 大野一丁目１番１号　　　　TEL（0829）55-3294
宮　島　事　務　所　　  〒739-0506 宮島町 960 番地２　　　　  TEL（0829）44-2785
はつかいち生活支援センター　　〒738-8512 新宮一丁目 13 番 1 号　　　TEL（0829）20-4080
廿日市市成年後見利用促進センター　　〒738-8512 新宮一丁目 13 番 1 号　　　TEL（0829）20-5176
はつかいちひきこもり支援ステーション ｢はつステ｣　〒738-8512 新宮一丁目 13 番 1 号　　※ TEL（0829）20-5175

（※電話は「相談まるごとサポートデスク」につながります）

業務時間 8:30~17:15 休業日 土曜日､ 日曜日、祝日、12 月 29 日～1 月 3 日

　
　
　
（
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
付
金
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
，
０
０
０
円

茶
村　
勝
興
様

匿
名（
障
が
い
児
の
手
助
け
の
た
め
に
）２
件

《
香
典
返
し
に
か
え
て
》

氏　
名　
　
　
　
（
故
人
名
）　　
　
金
額
等

【
廿
日
市
地
域
】

前
場　
信
治
様（
前
場　
惠
美
子
様
）　
城
内

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
件

【
佐
伯
地
域
】

石
澤　
浩
二
様（
石
澤　
　
徹
様
）　　
友
田

岡
田
ム
ツ
ヱ
様（
岡
田　
晋
吾
様
）　　
友
田

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
件

【
大
野
地
域
】

上
土
井
満
枝
様（
上
土
井
敏
之
様
）　
物
見
西

小
田　
勝
磨
様（
小
田　
絹
子
様
）　　
大
野

山
田　
祐
樹
様（
山
田　
敏
行
様
）　
対
厳
山

花
見
堂
英
延
様（
花
見
堂　
正
様
）　
宮
島
口

【
宮
島
地
域
】

柴
田　
　
実
様（
柴
田　
慶
子
様
）北
之
町
浜

ボランティア活動保険のご案内
　ボランティア活動保険は､ボランティ
ア活動中のさまざまな事故による活動
者の傷害や賠償責任などを補償します｡
　補償期間は4月1日(中途加入の場合
は加入日の翌日)から翌年3月31日まで
です｡
　加入プラン及び保険料は基本プラン
350円､天災･地震補償プラン500円の
2種類です。
　問合せ･加入手続きは市社協各事務所
で受け付けますので､お近くの窓口をご
利用ください｡

 

廿廿日日市市市市社社協協だだよよりり「「ああいいととぴぴああ」」広広告告掲掲載載ににつついいてて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

〒〒773399--00449955  

広広島島県県廿廿日日市市市市大大野野原原 11--22--1100    

TTEELL00112200--550000--993355  
hhttttpp：：////hhiirroosshhiimmaa..ccoooopp  
 

「「近近くくにに生生鮮鮮商商品品をを売売っってていいるる店店ががなないい」」「「車車にに乗乗れれなな

いいかからら遠遠くくのの店店ままでで買買いい物物にに行行けけなないい」」そそんんなな声声ににおお

応応ええししてて、、生生協協ひひろろししままでではは移移動動店店舗舗事事業業をを行行っってていい

まますす。。おお買買いい物物がが不不自自由由なな方方のの支支援援とと地地域域ココミミュュニニケケ

ーーシショョンンのの場場ををめめざざししてていいまますす！！  

事業系 
ぷちこ～ぷ 

 

 

  
 

移動店舗 

ひきこもり家族会　
【日時】 4／12(土) 10時～12時　　【日時】 5／22(木) ①17時45分～ ②18時45分～(要予約)【アドバイザー】広島学びのサポートセンター
【場所】 山崎本社みんなのあいプラザ　【問合せ／申込】 はつかいちひきこもり支援ステーション「はつステ」　TEL20－5175

ひきこもり個別相談会　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　 サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

育
児
・
家
事
な
ど
の

　
　 ｢

助
け
合
い｣

廿
日
市
市

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た｢

困
り
ご

と｣

を
助
け
て
く
れ
る
提
供
会
員(

有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
出
来
る
こ
と
や
得
意
な
こ
と

で
、
お
近
く
で
困
っ
て
い
る
人
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
市
社
協

各
事
務
所
で
、
会
員
登
録
可
能
で
す
。

子
ど
も
の
見
守
り･

高
齢
者
の
話
し
相
手

な
ど 活

動
例

提
供
会
員
募
集
中
！
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地
域
の
住
民
、
福
祉
に
関
連

す
る
機
関
等
が
地
域
課
題
を
共

有
し
、
協
働
し
て
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
支
え
あ
い
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
「
お
も

い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
10
月
26
日
に

「
心
と
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
で
、
佐
伯
高
等
学
校
の

「
探
求
」
授
業
で
福
祉
に
興
味

を
も
っ
た
学
生
に
発
表
の
場
を

提
供
し
、
佐
伯
地
域
の
担
い
手

の
創
出
に
つ
な
げ
ま
し
た
。アイマスクの

体験コーナー

1
月
29
日
、
津
田
小
学
校
1

年
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
お
も
ち
ゃ
の
会
」
が
、
昔

遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
コ
マ
、
だ
る

ま
落
と
し
、
竹
と
ん
ぼ
、
ヨ
ー

ヨ
ー
の
4
つ
の
遊
び
を
順
番
に

体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
び
の

面
白
さ
に
気
付
い
た
よ
う
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

は
遊
び
方
を
丁
寧
に
教
え
、
児

童
た
ち
の
笑
顔
を
引
き
出
し
て

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
コ

マ
が
回
せ
た
」「
だ
る
ま
落
と

し
が
楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
、
昔
遊
び
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
っ
た
様
子
で
し

た
。

ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
会
場

で
は
、
家
で
食
べ
き
れ
な
い
食

物
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
困
窮
世

帯
等
の
食
の
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

フードドライブコーナー

市
社
協
で
は
、
看
護
師
の
資

格
を
活
か
し
て
地
域
の
健
康
維

持
活
動
を
し
て
い
る
人
に
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
多
機
関
と
一

緒
に
後
方
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
に
は
な
い
「
住
民
な
ら
で

は
」
の
福
祉
活
動
に
関
わ
り
、

「
お
も
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
の
事
業
を
通
じ
て

つ
な
が
っ
た
新
し
い
社
会
資
源

を
、
地
域
の
「
困
り
ご
と
」
を

抱
え
て
い
る
人
へ
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

ヨーヨーできるかな

津
田
小
学
校
と

 

お
も
ち
ゃ
の
会
と
昔
遊
び

お
も
い
や
り
の

　
　ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

   
推
進
事
業

お
も
い
や
り
の

　
　ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

   
推
進
事
業

佐
伯
地
域
発

― 私 た ち も 地 域 福 祉 活 動 を 応 援 し て い ま す ー

スポーツで
元気を
取り戻そう

お子さまの
学習進度に
合わせて

スポーツ
療育

学習支援
（不登校支援）

廿日市市串戸5丁目11-14

廿日市市社会福祉協議会有料広告の掲載企業を募集しております

掲載サイズ　縦55ミリ×横60ミリ

広告掲載料

1回

掲載条件等、詳しくは廿日市市社会福祉協議会へお問い合わせください｡

年間(6回)
カラー 50,000円（市社協会員　40,000円）

モノクロ 40,000円（市社協会員　30,000円）

カラー 10,000円（市社協会員　  8,000円）

モノクロ  8,000円（市社協会員　   6,000円）
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